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■施策事後評価　　20年度の検証
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施策に係る事業費（傘下事務事業費計）の推移

まちづくり基本条例の理念を具現化するための協働推進計画の策定作業のなかで検討することとしています。協働推進計画の策定作業は平成２０
年８月２９日に開始しましたが、本施策を含め個々についての具体的な検討には至っていないことから、本指標を記載することができません。◆◇　指標に関する特記事項　◇◆
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　まちづくり基本条例の理念を具現化するための協働推進計画の策定作業のな
かで検討することとしています。
　協働推進計画の策定作業は平成２０年８月２９日に開始しましたが、本施策を含
め個々についての具体的な検討には至っていません。
　（まちづくり基本条例は、平成２０年６月１０日に公布・施行されました。）

地域の活性化、ひいては高根沢町の活性化を促すため、地縁団体の認証取得やＮＰＯ法
人＊化を支援し、子供からお年寄りまでまちづくりに参画する楽しみを導きだせるような、
活気あふれるコミュニティの創造を目指します。その推進策の一つとして、コミュニティビジ
ネス＊の展開を検討・企画します。（※「高根沢町地域経営計画2006」からの抜粋）

政策である「協働」を進めるための手段や環境・基盤づくりのうちのひとつです。
こどもからお年よりまで、まちづくりに参画する楽しみを導き出せるような、活気あるコミュニ
ティの創造を目指すことを目的としています。
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施策達成状況に関する評価 課題と今後の方向性
　協働推進計画の策定作業は平成２０年８月２９日に開始しました。まちづくり基本条例の検討と同様
に、町は会議の円滑な運営を支援していますが、本施策を含め個々についての具体的な検討には
至っていません。
（協働推進計画の検討も、まちづくり基本条例の検討に引き続き、まちづくり基本条例検討委員会が行
います。委員構成も、議会推薦委員１名が交代したほかは全て同じ委員です。））

　コミュニティビジネスについて情報収集を進め、イメージづくりに努めます。また、協働推進計画の検討に
おいて、必要に応じて資料の作成・提供を行います。
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　協働推進計画策定議論のプロセスを重視する上で、時間がかかることは止むを得ないと評価する。
　ただし、後期計画策定に向け、町が責任をもって遂行するものであるから、自分たちの中で策定の意
向は持っておくべきだと考える。よって議論の中身を見極めながら、できるものから具現化し、検証しな
がら施策展開するなどの対応も検討すること。
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